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－ １ －

やまと

■事業名 ：一般国道１５６号 大和改良
ぐじょうしやまとちょうつるぎ ぐじょうししろとりちょうなかつや

■起終点 ：(起)岐阜県郡上市大和町剣 (終)岐阜県郡上市白鳥町中津屋

■延長 ：２．６ｋｍ

■道路規格 ：３種２級

■設計速度 ：６０ｋｍ／ｈ

■車線数 ：２車線

■都市計画決定 ：平成－年度

■事業化 ：平成元年度

■用地着手年度 ：平成１３年度

■工事着手年度 ：平成－年度

■前回の再評価 ：平成１５年 （指摘事項：なし）

■全体事業費 ：約７８億円

やまと

■事業名 ：一般国道１５６号 大和改良
ぐじょうしやまとちょうつるぎ ぐじょうししろとりちょうなかつや

■起終点 ：(起)岐阜県郡上市大和町剣 (終)岐阜県郡上市白鳥町中津屋

■延長 ：２．６ｋｍ

■道路規格 ：３種２級

■設計速度 ：６０ｋｍ／ｈ

■車線数 ：２車線

■都市計画決定 ：平成－年度

■事業化 ：平成元年度

■用地着手年度 ：平成１３年度

■工事着手年度 ：平成－年度

■前回の再評価 ：平成１５年 （指摘事項：なし）

■全体事業費 ：約７８億円

ぎふし とやまけんたかおかし

一般国道１５６号は、岐阜市を起点とし富山県高岡市に至る延長約２１０kmの幹線

道路であり、岐阜県を含む東海圏域と富山県を含む北陸圏域の産業・経済及び白川

郷などに代表される観光・レクリエーションの分野に対して大きな役割を果たしていま

す。
ぐじょうしやまとちょうつるぎ しろとりちょうなかつや

このうち岐阜県郡上市大和町剣地区から白鳥町中津屋に至る区間では、落石崩落

や土石流等の災害の危険性のある箇所が連続しており、平成１１年には、長良川が氾

濫し、路面が流失する災害も発生しました。またこの区間は道路幅員が狭く線形も悪い

ため、交通安全上の問題となっており、特に冬期の交通に支障をきたしています。

〈本事業の目的〉

①落石に対する自然災害に対する防災対策

②冬季を中心とした交通安全の確保

ぎふし とやまけんたかおかし

一般国道１５６号は、岐阜市を起点とし富山県高岡市に至る延長約２１０kmの幹線

道路であり、岐阜県を含む東海圏域と富山県を含む北陸圏域の産業・経済及び白川

郷などに代表される観光・レクリエーションの分野に対して大きな役割を果たしていま

す。
ぐじょうしやまとちょうつるぎ しろとりちょうなかつや

このうち岐阜県郡上市大和町剣地区から白鳥町中津屋に至る区間では、落石崩落

や土石流等の災害の危険性のある箇所が連続しており、平成１１年には、長良川が氾

濫し、路面が流失する災害も発生しました。またこの区間は道路幅員が狭く線形も悪い

ため、交通安全上の問題となっており、特に冬期の交通に支障をきたしています。

〈本事業の目的〉

①落石に対する自然災害に対する防災対策

②冬季を中心とした交通安全の確保

１）事業目的

１．一般国道１５６号大和改良事業概要

２）計画概要

（１）事業概要（１）事業概要
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一 般 国 道 １ ５ ６ 号 大 和 改 良 の 標 準 断 面 図

一 般 国 道 １ ５ ６ 号 大 和 改 良 の 全 体 位 置 図
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－ ３ －

■ 事業進捗率は３５％、用地取得率は９９％となっています。

（平成２０年度末見込み）

※工事未着手

※前回評価時：事業進捗率２１％

※用地取得率は面積ベース

■ 事業進捗率は３５％、用地取得率は９９％となっています。

（平成２０年度末見込み）

※工事未着手

※前回評価時：事業進捗率２１％

※用地取得率は面積ベース

（２）事業の進捗状況（２）事業の進捗状況

■ 平成２０年代中頃に事業完了予定■ 平成２０年代中頃に事業完了予定

（３）事業進捗の見込み（３）事業進捗の見込み

２．前回評価時点の指摘事項

・前回指摘事項なし・前回指摘事項なし

N



－ ４ －

（１）事業を巡る社会情勢等の変化（１）事業を巡る社会情勢等の変化

３．事業の必要性

１）現況の交通状況及び交通量の推移
現道交通量 ８，２８８台/日 (平成１１年 ６，０９３台/日)

混雑度 １.００ (平成１１年 ０．９５)
車線数 ２車線

２）平成１１年９月出水による被災
平成１１年９月、台風１６号襲来の出水により、白鳥町中津屋で

路面の一部が流失する災害が発生。また平成１４年７月にも出水に
より一部護岸に損害が発生。

３）要望状況
地元自治体より事業促進の要望

１）現況の交通状況及び交通量の推移
現道交通量 ８，２８８台/日 (平成１１年 ６，０９３台/日)

混雑度 １.００ (平成１１年 ０．９５)
車線数 ２車線

２）平成１１年９月出水による被災
平成１１年９月、台風１６号襲来の出水により、白鳥町中津屋で

路面の一部が流失する災害が発生。また平成１４年７月にも出水に
より一部護岸に損害が発生。

３）要望状況
地元自治体より事業促進の要望

１）当該区間の状況

対象区間の現道の状況

対象区間の交通量 交通量の変化
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２）地域の自然・防災

■ 災害時の緊急輸送路に課題
国道１５６号は岐阜県防災計画の第一次緊急輸送路に指定されていますが、

当該区間には防災対策箇所が多く存在します。また過去には長良川の出水に
より路面崩壊も発生してます。

①防災対策必要箇所５箇所
②平成１１年及び平成１４年 出水被災発生

⇒災害等に備えた道路整備が必要です。

■ 災害時の緊急輸送路に課題
国道１５６号は岐阜県防災計画の第一次緊急輸送路に指定されていますが、

当該区間には防災対策箇所が多く存在します。また過去には長良川の出水に
より路面崩壊も発生してます。

①防災対策必要箇所５箇所
②平成１１年及び平成１４年 出水被災発生

⇒災害等に備えた道路整備が必要です。

N

H11出水被災状況

土石流危険箇所土石流危険箇所

防災対策必要防災対策必要箇所箇所

東側（山側）：急斜面

西側（川側）：

・擁壁クラック

・岩石崩壊

・落石・崩壊

→危険箇所が点在
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季節別事故発生状況(H14～H18)

春季
30%

秋季
10%

冬季
60%

類型別事故発生状況(H14～H18)

追突
30%

車両単
独
50%

すれ違
い時
10%

正面衝
突
10%

日陰斜面側の残雪状況日陰斜面側の残雪状況 堆雪状況堆雪状況 夜間運搬排雪作業状況夜間運搬排雪作業状況

※路肩が狭く、堆雪スペース
がない。運搬排雪作業によ
り対応しているが、大雪の
際には路肩に堆積した雪
が車道にまでせり出し、交
通に支障をきたしている。

■ 冬季の安全な通行に課題
対象区間は幅員が狭小で歩道がなくカーブが急な区間が存在し、また

急斜面沿いのため路面凍結の要注意区間となっています。

①幅員狭小区間
現道最小幅員 ６．５ｍ(約１.１ｋｍ、区間全体の約４割)

②線形不良箇所
最小曲線半径５０ｍが１箇所、また曲線半径１２０ｍ以下が４箇所

③路面凍結要注意区間
１．３ｋｍ（急斜面が迫っているため現道約１．３ｋｍが路面凍結
の要注意区間となっている）

■ 冬季の安全な通行に課題
対象区間は幅員が狭小で歩道がなくカーブが急な区間が存在し、また

急斜面沿いのため路面凍結の要注意区間となっています。

①幅員狭小区間
現道最小幅員 ６．５ｍ(約１.１ｋｍ、区間全体の約４割)

②線形不良箇所
最小曲線半径５０ｍが１箇所、また曲線半径１２０ｍ以下が４箇所

③路面凍結要注意区間
１．３ｋｍ（急斜面が迫っているため現道約１．３ｋｍが路面凍結
の要注意区間となっている）

対象区間での事故は大半が冬季に発生してます。また気象や線形不良
が関連すると考えられる事故が７割を占めています。

対象区間での事故は大半が冬季に発生してます。また気象や線形不良
が関連すると考えられる事故が７割を占めています。

路面凍結要注意区間（1.3km）

幅員狭小区間（1.1km）
（W=6.5m、歩道なし）

R80
R100

R50

R100 R80

急斜面

大和改良

春季：3～5月 夏季：6～8月

秋季：9～11月 冬季：12月～2月

事故件数10件



－ ７ －

３）地域の産業・人口

■ 製造業や観光が主要産業

就業状況をみると製造業、卸売・小売業、飲食業・宿泊業などが中心となっています。
郡上市内には多くのスキー場があり、冬期のスキー客や郡上おどりの開催される夏
期などを中心に観光客数は年間５９０万人（平成１８年）、宿泊客数は年間４４万人（平
成１８年）に達しています。

■ 製造業や観光が主要産業

就業状況をみると製造業、卸売・小売業、飲食業・宿泊業などが中心となっています。
郡上市内には多くのスキー場があり、冬期のスキー客や郡上おどりの開催される夏
期などを中心に観光客数は年間５９０万人（平成１８年）、宿泊客数は年間４４万人（平
成１８年）に達しています。

旧 八幡町

旧 美並村

旧 大和町
旧 和良村

旧 明宝村

旧 高鷲村

旧 白鳥町

←大和改良

郡上市全体図
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郡上市の人口推移

52,690 52,125 50,986 50,809 49,377 47,495
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人 人口構成比（H17国勢調査）
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14.2%

0～14歳
14.5%
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55.8%

15～64歳
64.4%

65歳以上
30.0%

65歳以上
21.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

郡上市

岐阜県

■市町村合併・生活拠点の広域化

郡上市は平成１６年に郡上郡の７
町村が合併し誕生しました。合併に
伴い生活拠点の広域化が進んでい
ます。

■市町村合併・生活拠点の広域化

郡上市は平成１６年に郡上郡の７
町村が合併し誕生しました。合併に
伴い生活拠点の広域化が進んでい
ます。

■人口減少・高齢化

一般国道１５６号大和改良沿線の郡上市の人口は減少傾向にあり、過疎化がすす
むことが想定されています。また、６５歳以上の高齢者が岐阜県内の他地域に比べて
高く、高齢化がすすんでいる地域です。

■人口減少・高齢化

一般国道１５６号大和改良沿線の郡上市の人口は減少傾向にあり、過疎化がすす
むことが想定されています。また、６５歳以上の高齢者が岐阜県内の他地域に比べて
高く、高齢化がすすんでいる地域です。

平成18年観光入込客数（延べ人数）

80 79

57

29
40

26
38

98

38 33 35 36

0

20

40

60

80

100

120

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

万
人



－ ８ －

大和改良

防災対策必要箇所

大和改良

（２）事業の投資効果（２）事業の投資効果

■ 災害に強い道路機能の確保
防災対策必要箇所を迂回することにより、災害時における道路機能の確

保が期待できます。

■ 災害に強い道路機能の確保
防災対策必要箇所を迂回することにより、災害時における道路機能の確

保が期待できます。

１）災害に強い道路機能の確保

２）冬季を中心とした交通安全の確保

■ 冬季を中心とした交通安全の確保
路面凍結要注意区間、線形不良箇所が回避されることにより、冬季を中

心に事故減少が期待できます。

■ 冬季を中心とした交通安全の確保
路面凍結要注意区間、線形不良箇所が回避されることにより、冬季を中

心に事故減少が期待できます。

死傷事故件数
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７割減

H11.9.15 被災状況
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○費用便益比（Ｂ／Ｃ）

◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝
走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

事業費＋維持管理費

■走行時間短縮便益： 一般国道１５６号大和改良の整備がない場合の走行時間費用（所要時間×
時間価値）から、整備した場合の走行時間費用を減じた差額

■走行経費減少便益： 一般国道１５６号大和改良の整備がない場合の走行経費（燃料費、油脂費、
タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費等）から、整備した場合の走行
経費を減じた差額（例：燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・チューブ費、車両
整備（維持・修繕）費、車両償却費等）

一般国道１５６号大和改良の整備がない場合の交通事故による社会的損失
額（人的損害額、物的損害額、事故渋滞による損害額等）から、整備した場
合の交通事故による社会的損失額を減じた差額（交通事故による社会的損
失：運転者、同乗者、歩行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受
ける車両や構築物に関する物的損害額及び事故渋滞による損失額）

■交通事故減少便益：

■事 業 費 ： 一般国道１５６号大和改良の整備に要する費用（工事費、用地費等）

■ 維 持 管 理 費 ： 一般国道１５６号大和改良を供用後の道路管理に要する費用（維持費、清
掃費、照明費等）

○投資効率性の評価

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝
７９億円＋５億円＋０億円

７２億円＋９億円

８３億円

８１億円
＝ １．０

※未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する
便益を対象として算出した。

◇Ｂ／Ｃ（残事業）
７９億円＋５億円＋０億円

４３億円＋９億円
＝

８３億円

５１億円＝ ＝ １．６

○前回評価時の費用便益（Ｂ／Ｃ）との比較

◇前回再評価（H15）時 Ｂ／Ｃ （事業全体）：１．７ （残事業）：２．１

◇今回再評価時 Ｂ／Ｃ （事業全体）： １．０ （残事業）：１．６

【前回評価からの主な変更点】

・評価対象期間の見直し（４０年→５０年）

・費用便益マニュアルの改訂による車種別の時間価値原単位等の変更

・将来の走行台キロの改訂

・事業費の見直し



－ １０ －

３．コスト縮減や代替案立案等の可能性

■残事業費約５１億円の内、約１億円(２％)のコスト縮減が可能です。

■コスト縮減内容は、以下の通りです。
なかつや

・中津屋橋アプローチ部橋梁形式の見直し（橋梁形式→盛土形式）
コスト縮減額・・・・約１．０億円

■残事業費約５１億円の内、約１億円(２％)のコスト縮減が可能です。

■コスト縮減内容は、以下の通りです。
なかつや

・中津屋橋アプローチ部橋梁形式の見直し（橋梁形式→盛土形式）
コスト縮減額・・・・約１．０億円

（１）コスト縮減（１）コスト縮減

（２）代替案立案等（２）代替案立案等

■大和改良は、既に用地買収をほぼ完了していることから、計画の変更は困難です。■大和改良は、既に用地買収をほぼ完了していることから、計画の変更は困難です。

現計画 コスト縮減

橋梁形式 盛土形式



－ １１ －

４．対応方針（原案）

■事業進捗の見込み

・平成２０年代中頃に事業完了予定

■事業進捗の見込み

・平成２０年代中頃に事業完了予定

以上のことから一般国道１５６号大和改良を
防災事業として継続する。

■コスト縮減・代替案立案の可能性

・中津屋橋アプローチ部橋梁形式の見直し（橋梁形式→盛土形式）により約１億の縮減

■コスト縮減・代替案立案の可能性

・中津屋橋アプローチ部橋梁形式の見直し（橋梁形式→盛土形式）により約１億の縮減

平成１５年度の事業評価監視委員会から一定期間（５年間）が経過したことから、以下
の３つの視点で再評価を行いました。

■事業の投資効果

災害への備え・・・緊急輸送路として位置付け→災害に強い道路機能の確保

その他 ・・・冬季を中心とした交通安全の確保

■事業の投資効果

災害への備え・・・緊急輸送路として位置付け→災害に強い道路機能の確保

その他 ・・・冬季を中心とした交通安全の確保

■事業の進捗状況
事業進捗率３５％、用地取得率９９％（平成２０年度末見込み）

※工事未着手

※前回評価時：事業進捗率２１％

■事業の進捗状況
事業進捗率３５％、用地取得率９９％（平成２０年度末見込み）

※工事未着手

※前回評価時：事業進捗率２１％

１）事業の必要性に関する視点

２）事業進捗の見込みの視点

３）コスト縮減・代替案立案の可能性

■事業を巡る社会情勢の変化
・自然災害による道路分断の危険性

・冬季の交通安全性に課題

・高齢化と人口減少、市町村合併等による生活圏域の広域化

■事業を巡る社会情勢の変化
・自然災害による道路分断の危険性

・冬季の交通安全性に課題

・高齢化と人口減少、市町村合併等による生活圏域の広域化


